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【研究活動の要約】 

(D 京都府における最新の自殺統計の収集 .分析を行った結果､自殺率が高い府下の市町村として京丹

後市 .京丹波町 .宇治田原町を聞き取り調査の対象に選定したo 

②	 全国の自殺予防先進県から秋田県と東京都を聞き取り調査の対象に選定したo 

③	 府下の市町村の聞き取り調査については､8月 13日に宇治田原町､11月 30日に京丹波町､2月 5

日に京丹後市を対象に行ったC 

④	 自殺予防対策先進県の聞き取り調査については､9月 28-29日に秋田県､由利本荘市､八峰町､ 

NPO蜘妹の糸､3月 30日に東京都､足立区を対象に行ったC 

⑤	 以上の活動概要と成果は ｢ACTR調査研究報告書｣を作成 .配布しているo

【研究活動の成果】 

①	 聞き取り調査の府下 3市町については､自殺予防対策は京丹後市､京丹波町､宇治田原町の順に進

んでいるo特に京丹後市では､旧町単位で保健師の日常活動が活発であり､市民課が独自に多重債

務対策を行って成果をあげているC 

②	 秋田県の聞き取り調査については､14年連続全国 1位の自殺率に直面して､県が既に 2000年度か

ら多様な自殺予防対策を展開している○県の指導 .援助を受けて､由利本荘市と八峰町でも積極的

に自殺対策を推進しており､地方都市では保健師を中心とする地域福祉実践の中に自殺予防を位置

づける視点が重要であるo 

③	 東京都と足立区の聞き取り調査については､大都市部特有の中高年層対策が参考になり､足立区で

はNPOとの連携に学ぶ点が多いo 

④	 現段階における自殺予防対策のポイントは､(1)県が健康づくり対策の中に自殺予防を取り入れて

まず啓発 .研修の面から市町村を指導 .援助すること､ (2)都市部と農村部の自殺予防対策をそれ

ぞれ使い分けること､(3)保健所の活動と地域づくり.住民参加を推進することの 3点であるo 
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